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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は腫瘍抑制遺伝子の候補であり、転移性前立腺癌のホモ接合欠失領域内に位置しています。この遺伝子は、前立腺、肺、肝臓、結腸を含むほとんどの非リンパ系ヒト組織で発現しています。また、多くの上皮性腫瘍細胞株でも発現が検出されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写産物バリアントが同定されています。[RefSeq提供、2008年7月]、疾患：TUSC3の欠陥は、精神遅滞の原因です。非症候性常染色体劣性遺伝性疾患7型（MRT7）[MIM:611093]。精神遅滞は、適応行動の障害を伴う、発達期に発現する、平均を著しく下回る全般的な知的機能が特徴です。非症候性精神遅滞患者は、他の臨床徴候を示さない。,機能:N-オリゴ糖転移酵素との関連により、N-グリコシル化に関与している可能性がある。,類似性:OST3/OST6ファミリーに属する。,サブユニット:少なくともRPN1/リボホリンI、RPN2/リボホリンII、OST48、DAD1、およびSTT3AまたはSTT3Bのいずれかを含むオリゴ糖転移酵素（OST）複合体と弱く関連する。,組織特異性:前立腺、肺、肝臓、結腸、心臓、腎臓、膵臓など、検査されたほとんどの非リンパ系細胞および組織で発現している。,
	研究分野
	N-グリカン生合成;
	画像データ
	

	TUSC3抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	TUSC3抗体を用いたCOLO205細胞およびHeLa細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	N33ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	N33ポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット解析

